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森林技術センターが考案・発表した低コスト小型囲いワナ

　60 回目を迎えた今年の研究発表会は、局署等のほか、教育機関、各研究

機関等から 21 課題が発表されました。� 【詳細 2頁】
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一
月
二
四
日
、
四
国
森
林
管

理
局
大
会
議
室
に
お
い
て
、「
平

成
二
四
年
度
四
国
森
林
・
林
業

研
究
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

先
ず
、
新
木
局
長
か
ら
、「
今

回
発
表
さ
れ
る
課
題
は
、
森
林

整
備
、
木
材
利
用
を
始
め
、
治

山
、
林
産
物
、
獣
害
対
策
、
自

然
環
境
保
護
、
そ
し
て
森
林
環

境
教
育
な
ど
多
く
の
今
日
的
課

題
に
つ
い
て
研
究
の
成
果
を
発

表
し
て
頂
く
も
の
で
す
。
発
表

さ
れ
る
方
々
が
取
り
組
ん
で
い

る
課
題
が
、
こ
れ
か
ら
の
森
林

づ
く
り
な
ど
に
反
映
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

六
〇
回
目
を
迎
え
た
今
年
の

研
究
発
表
会
は
、
局
署
等
の
ほ

か
、
教
育
機
関
、
各
研
究
機
関

等
か
ら
二
一
課
題
（
特
別
発
表

を
含
む
）
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
・

育
林
に
関
す
る
発
表
が
六
課
題
、

ま
た
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食

害
対
策
と
し
て
囲
い
わ
な
に
よ

る
捕
獲
に
関
す
る
発
表
等
も
あ

り
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
課

題
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
香
川
県

三
豊
市
立
下し

も
た
か
せ

高
瀬
小
学
校
、
香

美
市
立
片か

た

地じ

小
学
校
、
土
佐
清

水
市
立
幡ば

ん

陽よ
う

小
学
校
等
か
ら
、

学
習
活
動
の
一
環
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
内
容
に
つ
い
て
発

表
が
あ
り
、
会
場
か
ら
多
く
の

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、今
回
の
会
場
で
目
立
っ

た
の
は
、
署
の
森
林
官
等
か
ら

の
質
問
で
し
た
。
自
署
等
の
取

組
み
の
現
状
と
併
せ
て
の
質
問

に
は
聴
講
者
に
も
好
印
象
を
与

え
て
い
ま
し
た
。

　

発
表
を
終
え
、
独
立
行
政
法

人
森
林
総
合
研
究
所
四
国
支
所

の
外
崎
支
所
長
を
審
査
委
員
長

と
す
る
審
査
委
員
に
よ
る
審
査

の
結
果
、
四
国
森
林
管
理
局
長

賞
と
し
て
七
課
題
（
最
優
秀
賞

一
課
題
、
優
秀
賞
三
課
題
、
奨

励
賞
三
課
題
）
、
ま
た
、
（
一

社
）
日
本
森
林
技
術
協
会
理
事

長
賞
、
（
一
財
）
日
本
森
林
林

業
振
興
会
会
長
賞
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
一
課
題
が
選
出
さ
れ
、
各

受
賞
者
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
四
国
森

林
管
理
局
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー

の
発
表
は
、
シ
カ
捕
獲
に
用
い

る
「
囲
い
わ
な
」
に
お
け
る
、

低
コ
ス
ト
で
軽
量
化
等
の
取
組

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
今
回
の
発
表
課
題
と
審
査

結
果
は
、
九
頁
の
と
お
り
で
す
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

（
写
真
は
、
最
優
秀
賞
及
び

優
秀
賞
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
）

【
最
優
秀
賞
】

囲
い
わ
な
に
よ
る

シ
カ
捕
獲
試
験
（
経
過
報
告
）

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー

　
四
国
森
林
・
林
業
研
究
発
表
会
を
開
催

〈
指
導
普
及
課
〉

【
優
秀
賞
】

「
旅
す
る
チ
ョ
ウ 

ア
サ
ギ

マ
ダ
ラ
の
学
習
を
通
し
て
」

香
美
市
立
片
地
小
学
校
四
年
生

佐竹業務係長（左側）
鷹野森林技術普及専門官（右側）

受
賞
に
喜
ぶ
片
地
小
学
校
の

児
童
の
皆
さ
ん
（
四
年
生
）
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【
優
秀
賞
】

高
知
工
業
高
校

　

野
球
部
の
部
室
製
作

高
知
県
立
高
知
工
業
高
等
学
校

建
築
科
三
年
生

　
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会

～
林
野
庁
長
官
賞
（
最
優
秀
賞
）
を
受
賞
～

〈
指
導
普
及
課
〉

　

一
一
月
二
〇
日
、
林
野
庁
に

お
い
て
、
平
成
二
四
年
度
国
有

林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会（
三

部
門
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
表
会
に
は
、
四
国

森
林
管
理
局
か
ら
四
課
題
を
発

表
し
ま
し
た
。

○
森
林
技
術
部
門
で
は
「
工
事

箇
所
等
に
お
け
る
写
真
撮
影
の

方
法
に
つ
い
て
」
を
局
治
山
課

徳
満
設
計
指
導
官
、
四
万
十
森

林
管
理
署
猪
迫
治
山
第
二
係
長

が
発
表
し
、
日
本
林
政
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
会
会
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
「
囲
い
わ

な
」
に
よ
る
シ
カ
捕
獲
試
験
」

を
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
鷹
野
森

林
技
術
普
及
専
門
官
、
佐
竹
業

務
係
長
が
発
表
し
ま
し
た
。

○
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門
で
「
段

の
谷
山
国
有
林
を
活
用
し
た

地
域
活
性
化
に
つ
い
て
」
を

佐さ

き

は

ま

喜
浜
の
源げ

ん

木き

を
育
て
る
会
田

村
拓
氏
、
阿
野
田
直
人
氏
、
安

芸
森
林
管
理
署
吉
田
森
林
ふ
れ

あ
い
係
長
が
発
表
し
、
林
野
庁

長
官
賞
（
最
優
秀
賞
）
を
受
賞

し
ま
し
た
。

○
国
民
の
森
林
部
門
で
「
屋
島

国
有
林
に
お
け
る
落
石
対
策
の

検
討
と
整
備
～
優
先
順
位
判
定

と
実
施
状
況
に
つ
い
て
～
」
を

香
川
森
林
管
理
事
務
所
澤
村
主

幹
（
治
山
第
二
）
が
発
表
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
研
究
発
表
会

の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
林
野

庁
に
お
い
て
発
表
集
が
作
成
さ

れ
た
後
、
署
等
へ
配
布
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

今
後
と
も
、
森
林
・
林
業
に

対
す
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
く
た
め
の
技
術
開
発
等
の

取
組
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

●
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門

　
林
野
庁
長
官
賞
（
最
優
秀
賞
）

「
段
の
谷
山
国
有
林
を
活
用
し

た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
」

日
本
林
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
会
会
長
賞

●
森
林
技
術
部
門

受賞を喜ぶ高知工業高校の生徒の皆さん受賞した中村治山第一係長

【
優
秀
賞
】

「
剣
山
地
域
に
お
け
る
自
然
景
観
に

配
慮
し
た
治
山
工
事
に
つ
い
て
」

徳
島
森
林
管
理
署

佐喜浜の源木を育てる会
田村　拓　氏

佐喜浜の源木を育てる会
阿野田　直人　氏

安芸森林管理署
吉田森林ふれあい係長

局治山課
徳満設計指導官

四万十森林管理署
猪迫治山第二係長
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授
業
の
様
子

　

一
二
月
二
〇
日
、
高
知
市
立

愛
宕
中
学
校
に
お
い
て
、
「
わ

く
わ
く
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
講
座
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
生

徒
た
ち
に
、
仕
事
を
す
る
意
義

　
職
員
が
一
日
先
生
に

高
知
市
立
愛
宕
中
学
校
で〈

指
導
普
及
課
〉

や
そ
の
重
要
性
等
に
つ
い
て
、

警
察
や
弁
護
士
、
新
聞
記
者
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
な
ど
一
六
名
が

講
師
と
な
っ
て
、
学
年
・
学
級

別
に
授
業
を
行
う
も
の
で
す
。

当
局
に
も
依
頼
が
あ
り
、
一
年

生
（
三
四
名
）
を
対
象
に
「
森

に
ま
な
ぶ
」
と
題
し
て
「
森
林

の
働
き
」
に
つ
い
て
授
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
生
徒
か
ら
木
へ
ん

の
漢
字
を
発
表
し
て
黒
板
へ
書

い
て
も
ら
い
、
ま
た
、
イ
チ
ョ

ウ
の
葉
っ
ぱ
を
見
せ
な
が
ら
黄

葉
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
手
作
り
の

資
料
等
に
よ
り
間
伐
の
意
義
と

大
切
さ
等
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
「
あ
ら
た
め
て

木
へ
ん
の
字
の
持
つ
意
味
が
わ

か
っ
た
」
、
「
森
林
の
は
た
ら
き

を
見
直
し
た
」
等
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

授
業
終
了
後
に
は
、
教
職
員

と
講
師
、
保
護
者
と
で
反
省
会

が
行
わ
れ
、
教
職
員
か
ら
は
、

地
域
に
在
住
し
て
い
る
身
近
な

講
師
か
ら
、
生
徒
た
ち
が
様
々

な
分
野
の
話
を
聴
け
た
こ
と
の

意
義
や
大
切
さ
な
ど
が
話
さ
れ

ま
し
た
。
講
師
か
ら
は
、
生
徒

た
ち
の
聴
く
態
度
の
良
さ
や
質

問
の
内
容
な
ど
が
話
さ
れ
、
教

職
員
等
と
講
師
間
の
交
流
も
深

め
ま
し
た
。

　

指
導
普
及
課
で
は
今
後
と

も
、
地
域
へ
の
貢
献
に
資
す
る

と
と
も
に
、
森
林
環
境
教
育
の

推
進
を
図
る
た
め
、
今
回
の
よ

う
な
学
校
か
ら
の
要
請
に
積
極

的
に
協
力
し
て
い
く
考
え
で

す
。

 

四
万
十
川
を

ミ
サ
ゴ
が
飛
翔

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

当
セ
ン
タ
ー
が
所
在
す
る

四
万
十
市
西
土
佐
江
川
崎
か
ら

上
流
の
四
万
十
町
十
川
辺
り
に

か
け
て
、
猛
禽
の
ミ
サ
ゴ
数
羽

が
四
万
十
川
に
そ
の
雄
姿
を
映

し
て
い
ま
す
。

　

ミ
サ
ゴ
は
頭
と
下
面
が
白

く
、
黒
い
眼
帯
が
特
徴
で
、
最

近
は
飛
来
す
る
ミ
サ
ゴ
に
魅
せ

ら
れ
事
務
所
の
窓
際
に
双
眼
鏡

を
備
え
て
観
察
。
十
川
地
区
で

は
四
万
十
川
に
架
か
る
電
線
に

留
ま
り
、
川
面
を
見
つ
め
て
獲

物
を
狙
う
姿
が
た
び
た
び
見
か

け
ら
れ
、
出
張
時
の
楽
し
み
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
豊
か

な
四
万
十
川
は
ミ
サ
ゴ
を
も
育

ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
高
知
新
聞
「
声

ひ
ろ
ば
」
に
「
野
鳥
が
少
な
く

な
っ
た
の
で
は
・
・
・
」
と
の

投
稿
が
載
り
、
同
じ
思
い
を
抱

い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
冬
、

隣
家
の
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
や
国
道

　

ミ
サ
ゴ
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沿
い
の
サ
ル
ス
ベ
リ
に
は
、
わ

ず
か
に
残
る
実
を
求
め
て
メ
ジ

ロ
や
ヒ
ヨ
ド
リ
が
群
が
っ
て
き

て
お
り
安
堵
し
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
周
辺
は
、
や
が

て
ウ
メ
や
サ
ク
ラ
の
開
花
と
と

も
に
春
を
告
げ
る
ウ
グ
イ
ス
の

歌
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

森
林
か
ら
の
お
く
り
も
の

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

一
月
九
日
、
愛
媛
県
松
野
町

立
松
野
東
小
学
校
か
ら
依
頼
を

受
け
「
森
は
と
も
だ
ち
講
演
会
」

で
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
「
講
演
会
」
の
依
頼

と
い
う
こ
と
か
ら
、
「
堅
い
お

話
を
し
な
い
と
い
け
な
い
か

な
？
」
と
戸
惑
い
ま
し
た
が
、

そ
こ
は
ふ
れ
セ
ン
、
や
は
り
森

林
学
習
は
「
元
気
に
、
楽
し
く
」

で
な
け
れ
ば
と
、
森も

り林
か
ら
の

贈
物
と
し
て
「
シ
イ
タ
ケ
の
駒

打
ち
体
験
」
を
し
て
も
ら
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

秋
の
味
覚
を
与
え
て
く
れ
る

森
林
の
役
割
を
学
び
つ
つ
、
椎

茸
の
育
成
を
楽
し
み
、
そ
し

て
最
後
は
お
腹
も
満
た
さ
れ

る
と
い
う
一
石
三
鳥
の
企
画

で
す
。

　

ま
ず
は
、
「
森
林
の
働
き
」

に
つ
い
て
復
習
の
意
味
も
含
め

て
簡
単
に
講
義
を
行
い
ま
し

た
。
松
野
東
小
学
校
は
愛
媛
県

教
育
委
員
会
の
「
森
は
と
も
だ

ち
推
進
事
業
」
の
指
定
校
と
し

て
平
成
二
三
、
二
四
年
度
と
森

林
学
習
を
行
っ
て
お
り
、
こ
ち

ら
か
ら
の
質
問
に
も
良
く
答
え

て
い
ま
し
た
。

　

本
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

「
シ
イ
タ
ケ
の
駒
打
ち
体
験
」

が
始
ま
る
と
、
講
義
で
静
か
な

様
子
は
一
転
し
、
初
め
て
使
う

電
動
ド
リ
ル
や
奇
妙
な
形
の
シ

イ
タ
ケ
の
種
駒
相
手
に
大
騒
ぎ

し
て
い
ま
し
た
。

　

高
学
年
が
ク
ヌ
ギ
や
ナ
ラ
の

原
木
に
ド
リ
ル
で
穴
を
あ
け
、

そ
の
穴
に
低
学
年
が
種
駒
を
木

槌
等
で
打
ち
込
む
と
い
う
分
担

作
業
で
し
た
が
、
お
互
い
の
作

業
も
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
い

よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
保
護
者
参

加
型
の
講
演
会
で
し
た
の
で
、

ご
自
慢
の
腕
前
を
披
露
さ
れ
て

い
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
シ
イ
タ
ケ
原

木
は
各
自
が
家
に
持
ち
帰
り
、

来
る
べ
き
収
穫
を
待
つ
よ
う
で

す
。
果
た
し
て
結
果
は
…
？
こ

ち
ら
も
学
校
（
児
童
）
か
ら
の

回
答
を
聞
く
の
が
楽
し
み
で

す
。

　

な
お
、
子
ど
も
た
ち
が
、
楽

し
み
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
作

業
を
し
て
い
る
様
子
は
、
松
野

東
小
学
校
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

も
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

躍
る
木
工
教
室

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

二
月
一
日
、
高
知
県
大
月
町

立
大
月
小
学
校
の
一
、
二
年
生

の
児
童
六
七
名
を
対
象
に
木
工

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
年
生
は
ク
マ
の
ス
ト
ラ
ッ

プ
と
小
枝
で
作
っ
た
鉛
筆
「
モ
ッ

ク
ン
」
を
、
二
年
生
は
ク
マ
と

フ
ク
ロ
ウ
の
置
物
を
作
り
ま
し

た
。

　

初
め
に
、
一
年
生
は
紙
芝
居

で
森
林
の
大
切
さ
や
役
割
を
、

二
年
生
は
木
材
の
特
徴
や
利
用

方
法
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
、
木
工
教
室
は
対

象
が
低
学
年
の
た
め
ノ
コ
ギ
リ

や
ク
ラ
フ
ト
ナ
イ
フ
な
ど
の
刃

物
は
使
わ
ず
、
予
め
職
員
が
サ

大
き
な
椎
茸
で
き
る
か
な
ぁ
？


